
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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１．施策の令和 3年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

本市は、県都盛岡市に隣接し、国・県等の研究機関や防衛施設のほか、複数の大学・短期大学が立地する恵まれた環境を有

しています。また、盛岡広域８市町による盛岡広域連携中枢都市圏の形成に係る連携協約に基づく取組や、民間企業との包

括連携協定の締結など、様々なかたちでの連携に向けた取組が始まっています。これらの強みと経験を活かして、次なる公

民連携のステージに向けた“共創”を推進することで、効果的な政策展開と経営資源（ヒト・モノ・カネ）の確保に努め、

新たな価値の創造を図ります。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

滝沢市に愛着がある人の割合

1 76 77 79 80 80 Ｄ
％ 74.6

69.1 68.1 71.2 - - △63.0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

7727  学連携活性化事業

大学・学生との連携件数
1

5 5 5 5 5 5
件

5 10 6 6 - -

7739  滝沢ふるさと会補助事業

情報提供数
2

0 350 350 350 350 350
件

0 441 426 303 - -



針についての達成（実現）状況
Ｂ 概ね達成した

Ｃ 一部達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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２．施策の実現に向けての令和 3年度までの取り組み状況を分析する

「滝沢市に愛着がある」と感じている人の割合は、平成30年度の69.

政

2％に対して、71.

 

2％と2.0ポイント

 

上昇しています。

また

 

、滝沢市の行政サービ

 

スは良いと感じている

策

人の割合」は、平成3

:

0年度の34.9%に

基

対して35.0%とほ

本

ぼ横ばいの状況です

。

施

コロナ禍の中、人との

策

つながりによる幸福感

:

の醸成が難しい中、市

施

民にとって目に見える

 

成果・効果を実感しづ

 

らい状況

である考えて

 

います。これからも市

 

民との対話を基調とし

策

ながら、市民への周知

:

に努める必要がありま

施

す

(２) 基本計画内

策

の取り組みと方針のう

担

ち、令和 3年度の重

当

点課題の達成（実現）

職

状況

【重点課題】

大学

・

、民間事業者、盛岡広

氏

域７市町との連携によ

名

って、より広域的な視

(

点から本市の果たす役

１

割を考え、検討を進め

)

るとと

もに、市民の本

 

市への愛着につながる

施

取組を研究します。

【

策

重点課題に対応した達

目

成状況】

コロナ禍に伴

標

い大きなイベント等の

の

実施は困難でしたが、

達

若者定住に向けた、市

成

内大学との連携事業を

（

推進しました。また

、

実

まちづくりキットの取

現

組・インターネット上

）

の動画配信等を通じて

に

、市民の愛着づくり活

向

動を展開しました。

３

け

．施策の実現に向けて

た

の令和 3年度実施後

基

での変化を認識する

新

本

型コロナウイルス感染

計

症感染拡大により、人

画

とのつながりを軸とし

期

た基本構想の実現には

間

手法の検討等が必要で

内

す。

手法の検討は必要

の

出るものの、達成すべ

取

き基本施策については

り

、見直しの必要はあり

組

ません。

(１) 令和

み

 5年度方針策定に際

と

し、今後の方向性や引

方

継課題



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画
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7727  学連携活性化事業

1,983 6,533 229.5

7739  滝沢ふるさと会補助事業

360 88 △75.6

14662  地域愛着向上事業

300 252 △16.0


